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年 月 日 行　　　　　　　　事　　　　　　　　名 附　　　記

６．１０．　３ 建設工事入札

７ 防災訓練（～８日）

２７ 第５０回衆議院議員総選挙・第２６回最高裁判所裁判官国民審査

１１．　５ 指名委員会

１５ 公共料金等審議会

１９ 指定管理者選定委員会

２５ 建設工事入札

１２．　４ 男女共同参画審議会

６．　９．２１ 第２０回ふるさと回帰フェア（～２２日） 東 京 都

２７ 北海道移住交流フェア（～２８日） 大 阪 府

１０．　８ ゼロカーボン･かみしほろサミット２０２４（～９日） 上 士 幌 町

１０ 第２回都市交流推進委員会（書面）

１１ 第２回ゼロカーボンシティ推進協議会

１８ 美濃市市制７０周年記念式典（～２０日） 美 濃 市

１８ 北海道移住交流フェア（～２０日） 東 京 都

２８ 北海道町村会政策懇談会 札 幌 市

２９ 行政改革推進委員会

３０ 道内先進地視察（～１１月１日）
苫小牧市･南幌町･
当 別 町 ･ 東 神 楽 町

１１．　７ しほろみらいトーク（士幌高校）

７ 町づくり懇談会（～２８日）

８ 美濃市総合フェア（～１１日） 美 濃 市

１２ 地方創生推進会議

１５ 北十勝４町国道整備促進期成会要望 帯 広 市

１５ 北十勝４町（町長・議長）意見交換会 音 更 町

１８ 過疎法適用外小規模町村連絡会議 東 京 都

２１ ふるさと納税返礼品PR in 丸の内トラストシティ（～２２日） 東 京 都

２７ しほろみらいトーク（障がい者支援の会）

２７ 北海道応援大使プロジェクト選手交流会２０２４トークショーinしほろ

２８ 町民会議

６. 　９．２６ 秋の交通安全運動・交通安全事故死ストップ１００日作戦（パトライト啓発）

１０．１０ 運転免許証自主返納臨時窓口開設

２２ 道東一斉すずらん無料法律相談

１１．２０ 冬の交通安全運動（パトライト啓発）

２６ 交通安全街頭啓発

主　要　行　事　経　過　概　要
(令和６年９月６日～令和６年１２月５日）
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年 月 日 行　　　　　　　　事　　　　　　　　名 附　　　記課

　６．　９．１８ 敬老会

２８ RUN伴

１０．１７ 高齢者・障がい者合同大運動会

１１．２０ 地域密着型サービス事業者実地指導

２６ 市町村長・社会福祉協議会会長地域福祉懇談会 十 勝 川 温 泉

２９ 民生児童委員協議会定例会

６．　９．　６ ２０２４さっぽろオータムフェスト出店（５日間） 札 幌 市

　７ じゃがいも収穫体験

１５ 第６回しほろじゃがいもまつり

２８ 北海道ホルスタインナショナルショウ 安 平 町

１０．　９ 道の駅ピア２１しほろ　帯広開発建設部合同防災訓練

２０ 第２２回しほろ収穫祭

１１．　３ しほろ高原ミニ星空まつり

　８ 士幌町酪農振興協議会家族懇談会

６．１０．１１ マイホーム建設支援事業補助金交付 １件

１２．　３ マイホーム建設支援事業補助金交付 １件

６．１０．２５ 第２回子ども・子育て会議

１１．１５ 川西へき地保育所発表会

３０ 認定こども園発表会

６．１０．　１ 新型コロナ予防接種予約受付開始

７ インフルエンザ予防接種予約受付開始

１２ 新型コロナ休日予防接種（ほか１１月９日実施）

１８ インフルエンザ夜間予防接種（ほか１１月１５日・２９日実施）

２６ インフルエンザ休日予防接種（ほか１１月２３日実施）

６．　９．３０ 第５回入退所検討委員会

１０．２８ 第６回入退所検討委員会

６．　９．２０ 例月出納検査

１０．２２ 令和６年度町村監査功労者表彰式・町村監査委員全国研修会（～２３日） 東 京 都

２４ 例月出納検査

１１．　７ 監査委員・補助職員研修会 札 幌 市

８ 監査補助職員研修会 札 幌 市

２１ 十勝町村等監査委員協議会第２回役員会 音 更 町

２５ 例月出納検査
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年 月 日 行　　　　　　　　事　　　　　　　　名 附　　　記課

６．　９．　６ 第１５回農業委員会総会

１０．１１ 第１６回農業委員会総会

１１．　８ 第６回農地小委員会、あっせん会

８ 第１７回農業委員会総会

１２．　２ 農業委員会道内視察研修（～３日） 北 見 市

６.　９．１１ 士幌小・中士幌小・上居辺小学校修学旅行（～１２日） 中士幌小・上居辺小合同

１３ 中学校芸術鑑賞会

１７ 校長会議

２５ 第９回教育委員会定例会

１０．　２ 義務教育指導監訪問 士幌小・中士幌小

５ 中央中学校文化祭

９ 学校教育指導訪問 中 央 中 学 校

１２ 町民スポーツの集い（駅伝・タイムトライアル・パークゴルフ）

２１ 校長会議

２５ 士幌小学校学習発表会

２５ 第１０回教育委員会定例会

２８ 学校教育指導訪問 士 幌 小

１１．　２ 中士幌小学校学習発表会

８ 北海道放送教育研究大会士幌大会 士 幌 小 他

１６ 上居辺小学校学習発表会

２０ 学校教育指導訪問 中 士 幌 小

６．　９．１３ オープンスクール（中学生１日体験入学）

１８ 海外文化交流事業米国派遣（～２７日） ア メ リ カ

１９ GLOBALG.A.P.認証審査（～２０日）

２８ 阪急うめだ「秋の北海道物産大会」（～２９日） 大 阪 市

１０．　８ 見学旅行（２年生）（～１１日） 関 西 方 面

１２ さんフェア「農業高校食彩フェア」（～１３日） 札 幌 市

１６ 中学校訪問　（～３０日） 十 勝 管 内

２１ 後期公開授業（～１１月８日）

２３ 日本学校農業クラブ全国大会岩手大会（～２４日） 岩 手 県

１１．　３ 全国農業高校HANASAKA収穫祭（～４日） 東 京 都

７ しほろみらいトーク（農業クラブ執行部）

８ 高校生 食のSDGsアクショングランプリ 神 戸 市

６．１０．　１ 士幌消防団夜間訓練（中士幌小学校）

２１ 秋の火災予防運動広報巡回（～２５日）

２７ 士幌消防団一般家庭防火点検

１１．　７ 第２回とかち広域消防事務組合参事等会議 帯 広 市

２６ 第３回とかち広域消防事務組合議会（定例会） 帯 広 市

２９ 北海道消防協会十勝地方支部第２回理事会 帯 広 市
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議案第３号 説明資料 

 

１ 物 品 名    町内小・中学校ＩＣＴ端末 

２ メ ー カ ー 名    Ａｐｐｌｅ 

３ 製 品 名    10.2インチiPad Wi-Fi 64GB(第９世代) 

             ○付属品 

             ロジクールRUGGED COMBO3 for iPad キーボード一体型

ケース 

ロジクールCrayon 

MDM JamfPro 

画面保護フィルム 

４ 数 量   ４７２台 

５ 納 入 場 所   士幌町教育委員会 

６ 見積合わせ日時   令和６年１０月１０日 

７ 見積合わせ業者   大丸株式会社 

８ 見積合わせ経過   第１回決定 

９ 予 定 価 格   ３２，９６９，２００円（税込） 

10 決 定 率   １００．００％ 
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（議案第４号 説明資料） 

士幌町犯罪被害者等支援条例の要旨 

      
目 的 

 
 
 
 
 
 

 

「犯罪被害者等基本法（平成 16 年法律第 161 号）」第５条におい

て、「地方公共団体は、基本理念にのっとり、犯罪被害者等の支援等に

関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その地方公共団体の地域の

状況に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。」と規定され

ている。 

町民誰もが犯罪被害者になる可能性がある中、見舞金制度の創設を

含めより支援策を明確化することにより、安全で安心して暮らせる地

域社会の実現に寄与することを目的として、犯罪被害者等支援に特化

した条例を制定するものである。 

 

 
概  要 

 

 

１ 主な制定内容 

本町における犯罪被害者等の支援に関し、基本理念を定め、並びに

町、町民等及び事業者の責務を明らかにするとともに、犯罪被害者等

の支援について基本となる事項を定めるもの。 

特に、第８条の見舞金の支給については、国の事業である犯罪被害

給付制度による給付金支給はあるが、事件によっては１年近く時間を

要することもあるため、町が見舞金として一時金を支給することによ

り迅速な手続きで被害者の困窮に対応しようとするものになってい

る。 

なお、手続き等については、別に規則で定める。 

 

２ 施行期日 

  令和７年４月１日から施行し、第８条の見舞金支給に関する規定

は、この条例の施行の日の以後において行われた犯罪行為による死亡

又は傷病について適用するものとする。 
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（議案第５号 説明資料） 

 
下居辺交流施設設置条例の一部を改正する条例の要旨 

 
      
目 的 

 
 
 
 
 
 

 

 下居辺交流施設（しほろ温泉プラザ緑風）において、指定管理者が

施設利用者から収受する宿泊料等の利用料金の上限額を改正するもの

である。 

しほろ温泉プラザ緑風では、現状の課題として、旧館解体による部

屋数の減少に伴う売上の減少や、昨今の歴史的な物価高騰等による経

費の増加があげられている。それらの課題解決や、当施設の安定的か

つ継続的な運営を目的に宿泊料等の利用料「別表」の改正を行う。 

 

  

 
概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 主な改正内容 

設置条例第６条第２項に規定する別表を改正 

  ①宿泊料の上限額を洋室（和洋室を含む）大人 13,000 円、小人

11,500 円に改正する（旧館解体に伴い和室は廃止）。 

  ②休憩料の上限額を大人 800 円、小人 500 円に改正する。 

  ③貸切浴場の項目を新たに追加し、１時間あたり 2,000 円を上限と

する。 

  ④冬期間（11 月～翌年 4月）に、施設を利用した際の暖房料を 500

円に改正する。 

 

２ 施行期日 

  令和７年４月１日から施行し、この条例の施行の日以後の利用に係

る利用料金について適用し、施行日前の利用に係る利用料金について

は、なお従前の例による。 
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議
案
第
５
号
 
説
明
資
料

 

下
居
辺
交
流
施
設
設
置
条
例
（
平
成
17
年
条
例
第
41
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

別
表
（
第
６
条
関
係
）
 

別
表
（
第
６
条
関
係
）
 

１
 
宿
泊
料
及
び
休
憩
料
 

１
 
宿
泊
料
及
び
休
憩
料
 

宿
泊
料
（
１
人
１
泊
）
の
上
限
額
（
円
）
 

休
憩
料（

１
人
）の

上
限
額（

円
）

大
人
 

小
人
 

大
人
 

小
人
 

洋
室
（
和
洋
室
含
む
）
 

洋
室
（
和
洋
室
含
む
）
 

13
,0
00

11
,5
00

80
0

50
0 

 

宿
泊
料
（
１
人
１
泊
）
の
上
限
額
（
円
）
 

休
憩
料（

１
人
）の

上
限
額（

円
）

大
人
 

小
人
 

大
人
 

小
人
 

洋
室
（
和
洋
室

含
む
）
 

和
室
 

洋
室
（
和
洋
室

含
む
）
 

和
室
 

9,
00
0

8,
00
0

7,
50
0

6,
50
0

60
0 

30
0

 

備
考
 

備
考
 

（
１
）
 
休
憩
料
と
は
、
浴
室
及
び
休
憩
室
を
宿
泊
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
場
合
の

利
用
料
を
い
う
。
 

（
１
）
 
休
憩
料
と
は
、
浴
室
及
び
休
憩
室
を
宿
泊
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
場
合
の

利
用
料
を
い
う
。
 

（
２
）
 
貸
切
浴
場
を
利
用
す
る
場
合
、
１
時
間
あ
た
り
2,
00
0円

を
上
限
と
す
る
。
 

 

（
３
）
 
小
人
と
は
、
小
学
生
を
い
う
。
 

（
２
）
 
小
人
と
は
、
小
学
生
を
い
う
。
 

（
４
）
 
11
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で
の
間
に
宿
泊
し
た
場
合
は
、
暖
房
料
と
し
て
１
人

に
つ
き
50
0円

を
当
該
宿
泊
料
の
上
限
額
に
加
算
す
る
。
 

（
３
）
 
11
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で
の
間
に
宿
泊
し
た
場
合
は
、
暖
房
料
と
し
て
１
人

に
つ
き
30
0円

を
当
該
宿
泊
料
の
上
限
額
に
加
算
す
る
。
 

（
５
）
 
小
学
校
就
学
前
の
者
に
つ
い
て
は
、
無
料
と
す
る
。
た
だ
し
、
独
立
し
て
寝

具
を
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
は
、
１
夜
に
つ
き
寝
具
１
組
2,
00
0円

を
上
限
と

す
る
。
 

（
４
）
 
小
学
校
就
学
前
の
者
に
つ
い
て
は
、
無
料
と
す
る
。
た
だ
し
、
独
立
し
て
寝

具
を
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
は
、
１
夜
に
つ
き
寝
具
１
組
2,
00
0円

を
上
限
と

す
る
。
 

（
６
）
 
宿
泊
利
用
時
間
を
超
え
て
客
室
を
利
用
す
る
場
合
は
、
宿
泊
超
過
料
を
施
設

利
用
料
に
準
じ
て
当
該
宿
泊
料
の
上
限
額
に
加
算
す
る
。
 

（
５
）
 
宿
泊
利
用
時
間
を
超
え
て
客
室
を
利
用
す
る
場
合
は
、
宿
泊
超
過
料
を
施
設

利
用
料
に
準
じ
て
当
該
宿
泊
料
の
上
限
額
に
加
算
す
る
。
 

（
７
）
 
客
室
の
定
員
数
に
満
た
な
い
人
数
に
よ
る
宿
泊
に
係
る
宿
泊
料
の
上
限
額
は
、

当
該
宿
泊
料
の
上
限
額
に
10
0分

の
15
0を

加
算
し
た
額
と
す
る
。
 

（
６
）
 
客
室
の
定
員
数
に
満
た
な
い
人
数
に
よ
る
宿
泊
に
係
る
宿
泊
料
の
上
限
額
は
、

当
該
宿
泊
料
の
上
限
額
に
10
0分

の
15
0を

加
算
し
た
額
と
す
る
。
 

２
 
研
修
室
等
施
設
利
用
料
 

２
 
研
修
室
等
施
設
利
用
料
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議
案
第
５
号
 
説
明
資
料

 

改
正
案
 

現
 
行
 

施
設
の
名
称
 

施
設
利
用
料
の
上
限
額
（
円
）
 

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
１
時

間
に
つ
き
 

午
後
５
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
１
時

間
に
つ
き
 

午
後
９
時
か
ら
翌

日
午
前
９
時
ま
で

１
時
間
に
つ
き
 

全
日
（
午
前
９
時

か
ら
午
後
９
時
ま

で
）
 

研
修
室
A 

2,
10
0

2,
60
0

3,
10
0

15
,5
00

研
修
室
B 

2,
10
0

2,
60
0

3,
10
0

15
,5
00

研
修
室
C 

1,
60
0

2,
10
0

2,
60
0

10
,5
00

客
室
 

1,
60
0

2,
10
0

2,
60
0

10
,5
00

 

施
設
の
名
称
 

施
設
利
用
料
の
上
限
額
（
円
）
 

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
１
時

間
に
つ
き
 

午
後
５
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
１
時

間
に
つ
き
 

午
後
９
時
か
ら
翌

日
午
前
９
時
ま
で

１
時
間
に
つ
き
 

全
日
（
午
前
９
時

か
ら
午
後
９
時
ま

で
）
 

研
修
室
A 

2,
10
0

2,
60
0 

3,
10
0

15
,5
00

研
修
室
B 

2,
10
0

2,
60
0 

3,
10
0

15
,5
00

研
修
室
C 

1,
60
0

2,
10
0 

2,
60
0

10
,5
00

客
室
 

1,
60
0

2,
10
0 

2,
60
0

10
,5
00

 

備
考
 

備
考
 

（
１
）
 
各
施
設
を
利
用
す
る
場
合
（
全
日
利
用
の
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
基
本

利
用
時
間
は
４
時
間
と
し
、
４
時
間
を
超
え
て
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
の
上

限
額
は
、
１
時
間
（
１
時
間
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
１
時
間
と
み
な
す
。
）

に
つ
き
、
延
長
し
て
利
用
す
る
時
間
帯
の
利
用
料
金
の
４
分
の
１
の
額
を
加
算
し

た
額
と
す
る
。
 

（
１
）
 
各
施
設
を
利
用
す
る
場
合
（
全
日
利
用
の
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
基
本

利
用
時
間
は
４
時
間
と
し
、
４
時
間
を
超
え
て
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
の
上

限
額
は
、
１
時
間
（
１
時
間
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
１
時
間
と
み
な
す
。
）

に
つ
き
、
延
長
し
て
利
用
す
る
時
間
帯
の
利
用
料
金
の
４
分
の
１
の
額
を
加
算
し

た
額
と
す
る
。
 

（
２
）
 
11
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
場
合
は
、
暖
房
料
と
し
て
１
室

に
つ
き
50
0円

を
当
該
利
用
料
金
の
上
限
額
に
加
算
す
る
。
 

（
２
）
 
11
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
場
合
は
、
暖
房
料
と
し
て
１
室

に
つ
き
30
0円

を
当
該
利
用
料
金
の
上
限
額
に
加
算
す
る
。
 

（
３
）
 
入
場
料
、
会
費
等
を
徴
す
る
営
利
的
又
は
営
利
を
目
的
と
し
た
利
用
に
係
る

利
用
料
金
の
上
限
額
は
、
当
該
利
用
料
金
の
上
限
額
に
10
0分

の
15
0を

加
算
し
た

額
と
す
る
。
 

（
３
）
 
入
場
料
、
会
費
等
を
徴
す
る
営
利
的
又
は
営
利
を
目
的
と
し
た
利
用
に
係
る

利
用
料
金
の
上
限
額
は
、
当
該
利
用
料
金
の
上
限
額
に
10
0分

の
15
0を

加
算
し
た

額
と
す
る
。
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（議案第６号） 

 
情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行 

政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を 

改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の要旨 
 
      
目 的 

 
 
 
 
 
 

 

 情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上

並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基

本法等の一部を改正する法律が公布され、その改正により「行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（以

下、「法」という。）」について、条項ずれが生じている。 

 今回、法の条項を引用している関係条例を一括して整理を行うとと

もに、法別表第２が廃止されたことに伴う新たな定義の追加を行うも

のである。 

 

 
概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 主な改正内容 

（１）行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す

る条例の一部改正 

   ①条項ずれの改正 

   ②法別表第２が廃止されたことに伴う新たな定義の追加 

 

（２）士幌町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正 

   ①条項ずれの改正 

 

（３）士幌町町税条例の一部改正 

   ①条項ずれの改正 

 

２ 施行期日 

  公布の日から施行（条項ずれの改正については、政令で定める日か

ら施行） 
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議
案
第
６
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
27
年
条
例
第
46
号
）

新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

（
定
義
）
 

（
定
義
）
 

第
２
条
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第
２
条
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(1
) 
（
略
）
 

(1
) 
（
略
）
 

(2
) 
特
定
個
人
情
報
 
法
第
２
条
第
９
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。
 

(2
) 
特
定
個
人
情
報
 
法
第
２
条
第
８
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。
 

(3
) 
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
 
法
第
２
条
第
13
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
利
用
事
務

実
施
者
を
い
う
。
 

(3
) 
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
 
法
第
２
条
第
12
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
利
用
事
務

実
施
者
を
い
う
。
 

(4
) 
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
 
法
第
２
条
第
15
項
に
規
定
す
る
情
報
提
供
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
 

(4
) 
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
 
法
第
２
条
第
14
項
に
規
定
す
る
情
報
提
供
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
 

(5
) 
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
 
法
第
19
条
第
８
号
に
規
定
す
る
特
定
個
人
番
号
利
用
事

務
を
い
う
。
 

 

(6
) 
利
用
特
定
個
人
情
報
 
法
第
19
条
第
８
号
に
規
定
す
る
利
用
特
定
個
人
情
報
を
い

う
。
 

 

（
個
人
番
号
の
利
用
範
囲
）
 

（
個
人
番
号
の
利
用
範
囲
）
 

第
４
条
 
法
第
９
条
第
２
項
の
条
例
で
定
め
る
事
務
は
、
別
表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
機
関

が
行
う
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
事
務
、
別
表
第
２
の
第
１
欄
に
掲
げ
る
機
関
が
行
う
同
表

の
第
２
欄
に
掲
げ
る
事
務
及
び
町
長
又
は
士
幌
町
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」

と
い
う
。
）
が
行
う
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
  
  
  
  
  
と
す
る
。
 

第
４
条
 
法
第
９
条
第
２
項
の
条
例
で
定
め
る
事
務
は
、
別
表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
機
関

が
行
う
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
事
務
、
別
表
第
２
の
第
１
欄
に
掲
げ
る
機
関
が
行
う
同
表

の
第
２
欄
に
掲
げ
る
事
務
及
び
町
長
又
は
士
幌
町
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」

と
い
う
。
）
が
行
う
法
別
表
第
２
の
第
２
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
町
長
又
は
教
育
委
員
会
は
、
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
  
  
  
  
  
を
処
理
す
る
た
め

に
必
要
な
限
度
で
利
用
特
定
個
人
情
報
  
  
  
  
  
  
  
  
で
あ
っ
て
自
ら
が
保
有
す
る

３
 
町
長
又
は
教
育
委
員
会
は
、
法
別
表
第
２
の
第
２
欄
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
た
め

に
必
要
な
限
度
で
同
表
の
第
４
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
で
あ
っ
て
自
ら
が
保
有
す
る
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議
案
第
６
号
 
説
明
資
料
（
第
１
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

も
の
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
の
規
定
に
よ
り
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
他
の
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
か
ら
当
該
利
用
特
定
個
人

情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

も
の
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
の
規
定
に
よ
り
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
他
の
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
か
ら
当
該
特
定
個
人
情
報

  
  
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

４
 
（
略
）
 

４
 
（
略
）
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議
案
第
６
号
 
説
明
資
料
（
第
２
条
関
係
）

 

士
幌
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
令
和
５
年
条
例
第
11
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

（
定
義
）
 

（
定
義
）
 

第
２
条
 
（
略
）
 

第
２
条
 
（
略
）
 

２
～
９
 
（
略
）
 

２
～
９
 
（
略
）
 

10
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
特
定
個
人
情
報
」
と
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25
年
法
律
第
27
号
。
以
下
「
番

号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
９
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。
 

10
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
特
定
個
人
情
報
」
と
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25
年
法
律
第
27
号
。
以
下
「
番

号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
８
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。
 

11
～
13
 
（
略
）
 

11
～
13
 
（
略
）
 

（
利
用
及
び
提
供
の
制
限
）
 

（
利
用
及
び
提
供
の
制
限
）
 

第
12
条
 
（
略
）
 

第
12
条
 
（
略
）
 

２
～
４
 
（
略
）
 

２
～
４
 
（
略
）
 

５
 
保
有
特
定
個
人
情
報
に
関
し
て
は
、
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
及
び
第
29
条
の

規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

５
 
保
有
特
定
個
人
情
報
に
関
し
て
は
、
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
及
び
第
29
条
の

規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

第
12
条
第
１
項
 

法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、

利
用
目
的
以
外
の
目
的
 

利
用
目
的
以
外
の
目
的
 

自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
し
て

は
な
ら
な
い
 

自
ら
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
 

第
12
条
第
２
項
 

自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
す
る
自
ら
利
用
す
る
 

第
12
条
第
２
項
第
１
号
 

本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
、
又

は
本
人
に
提
供
す
る
と
き
 

人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の

保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
本
人
の
同
意

が
あ
り
、
又
は
本
人
の
同
意
を

得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

第
12
条
第
１
項
 

法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、

利
用
目
的
以
外
の
目
的
 

利
用
目
的
以
外
の
目
的
 

自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
し
て

は
な
ら
な
い
 

自
ら
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
 

第
12
条
第
２
項
 

自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
す
る
自
ら
利
用
す
る
 

第
12
条
第
２
項
第
１
号
 

本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
、
又

は
本
人
に
提
供
す
る
と
き
 

人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の

保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
本
人
の
同
意

が
あ
り
、
又
は
本
人
の
同
意
を

得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
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議
案
第
６
号
 
説
明
資
料
（
第
２
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

き
 

第
38
条
第
１
項
第
１
号
 

又
は
第
12
条
第
１
項
及
び
第

２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
と
き
 

第
12
条
第
５
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同

条
第
１
項
及
び
第
２
項
（
第
１

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

規
定
に
違
反
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
と
き
、
番
号
利
用
法
第

20
条
の
規
定
に
違
反
し
て
収

集
さ
れ
、
若
し
く
は
保
管
さ
れ

て
い
る
と
き
、
又
は
番
号
利
用

法
第
29
条
の
規
定
に
違
反
し

て
作
成
さ
れ
た
特
定
個
人
情

報
フ
ァ
イ
ル
（
番
号
利
用
法
第

２
条
第
10
項
に
規
定
す
る
特

定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
い

う
。
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と

き
 

第
38
条
第
１
項
第
２
号
 

第
12
条
第
１
項
及
び
第
２
項
 
番
号
利
用
法
第
19
条
 

 

き
 

第
38
条
第
１
項
第
１
号
 

又
は
第
12
条
第
１
項
及
び
第

２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
と
き
 

第
12
条
第
５
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同

条
第
１
項
及
び
第
２
項
（
第
１

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

規
定
に
違
反
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
と
き
、
番
号
利
用
法
第

20
条
の
規
定
に
違
反
し
て
収

集
さ
れ
、
若
し
く
は
保
管
さ
れ

て
い
る
と
き
、
又
は
番
号
利
用

法
第
29
条
の
規
定
に
違
反
し

て
作
成
さ
れ
た
特
定
個
人
情

報
フ
ァ
イ
ル
（
番
号
利
用
法
第

２
条
第
９
項
に
規
定
す
る
特

定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
い

う
。
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と

き
 

第
38
条
第
１
項
第
２
号
 

第
12
条
第
１
項
及
び
第
２
項
 
番
号
利
用
法
第
19
条
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議
案
第
６
号
 
説
明
資
料
（
第
３
条
関
係
）

 

士
幌
町
町
税
条
例
（
昭
和
43
年
条
例
第
15
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

（
町
民
税
の
申
告
）
 

（
町
民
税
の
申
告
）
 

第
36
条
の
２
 
（
略
）
 

第
36
条
の
２
 
（
略
）
 

２
～
８
 
（
略
）
 

２
～
８
 
（
略
）
 

９
 
町
長
は
、
町
民
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
新
た
に

第
23
条
第
１
項
第
３
号
又
は
第
４
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
に
、
当

該
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
10
日
以
内
に
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
又
は
管
理
人
の

氏
名
、
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
、
当
該
町
内
に
有
す
る
事
務
所
、
事
業
所
又

は
寮
等
の
所
在
、
法
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25
年
法
律
第
27
号
）
第
２
条
第
16
項
に
規
定
す
る
法

人
番
号
を
い
う
。
以
下
町
民
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）
、
当
該
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日

そ
の
他
必
要
な
事
項
を
申
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

９
 
町
長
は
、
町
民
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
新
た
に

第
23
条
第
１
項
第
３
号
又
は
第
４
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
に
、
当

該
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
10
日
以
内
に
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
又
は
管
理
人
の

氏
名
、
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
、
当
該
町
内
に
有
す
る
事
務
所
、
事
業
所
又

は
寮
等
の
所
在
、
法
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25
年
法
律
第
27
号
）
第
２
条
第
15
項
に
規
定
す
る
法

人
番
号
を
い
う
。
以
下
町
民
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）
、
当
該
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日

そ
の
他
必
要
な
事
項
を
申
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
施
行
規
則
第
15
条
の
３
第
３
項
並
び
に
第
15
条
の
３
の
２
第
４
項
及
び
第
５
項
の
規
定

に
よ
る
補
正
の
方
法
の
申
出
）
 

（
施
行
規
則
第
15
条
の
３
第
３
項
並
び
に
第
15
条
の
３
の
２
第
４
項
及
び
第
５
項
の
規
定

に
よ
る
補
正
の
方
法
の
申
出
）
 

第
63
条
の
２
 
施
行
規
則
第
15
条
の
３
第
３
項
並
び
に
第
15
条
の
３
の
２
第
４
項
及
び
第
５

項
の
規
定
に
よ
る
補
正
の
方
法
の
申
出
は
、
当
該
家
屋
に
係
る
区
分
所
有
者
の
代
表
者
が

毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
町
長
に
提
出
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
63
条
の
２
 
施
行
規
則
第
15
条
の
３
第
３
項
並
び
に
第
15
条
の
３
の
２
第
４
項
及
び
第
５

項
の
規
定
に
よ
る
補
正
の
方
法
の
申
出
は
、
当
該
家
屋
に
係
る
区
分
所
有
者
の
代
表
者
が

毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
町
長
に
提
出
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
５
項
に
規
定
す
る
個

人
番
号
を
い
い
、
当
該
書
類
を
提
出
す
る
者
の
同
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
に
限
る
。

以
下
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
人
番
号
（
同
条
第
16
項
に
規
定
す
る
法

人
番
号
を
い
う
。
以
下
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）
（
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号

を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
）
 

(1
) 
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
５
項
に
規
定
す
る
個

人
番
号
を
い
い
、
当
該
書
類
を
提
出
す
る
者
の
同
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
に
限
る
。

以
下
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
人
番
号
（
同
条
第
15
項
に
規
定
す
る
法

人
番
号
を
い
う
。
以
下
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）
（
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号

を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
）
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議
案
第
６
号
 
説
明
資
料
（
第
３
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

(2
)～

(4
) 
（
略
）
 

(2
)～

(4
) 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

（
種
別
割
の
減
免
）
 

（
種
別
割
の
減
免
）
 

第
89
条
 
（
略
）
 

第
89
条
 
（
略
）
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
種
別
割
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限
ま
で
に
、

当
該
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
税
額
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
減
免
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
、
こ
れ

を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
種
別
割
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限
ま
で
に
、

当
該
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
税
額
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
減
免
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
、
こ
れ

を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
（
略
）
 

(1
) 
（
略
）
 

(2
) 
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
等
の
住
所
又
は
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
の
所
在
地
、
氏
名

又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
５
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
人
番
号
（
同
法
第
２
条
第
16
項
に
規
定
す

る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号

を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
又
は
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
の
所
在
地
及
び
氏

名
又
は
名
称
）
 

(2
) 
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
等
の
住
所
又
は
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
の
所
在
地
、
氏
名

又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
５
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
人
番
号
（
同
法
第
２
条
第
15
項
に
規
定
す

る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号

を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
又
は
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
の
所
在
地
及
び
氏

名
又
は
名
称
）
 

(3
)～

(8
) 
（
略
）
 

(3
)～

(8
) 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
）
 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
）
 

第
13
9条

の
３
 
（
略
）
 

第
13
9条

の
３
 
（
略
）
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限

ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
由

を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限

ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
由

を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
納
税
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

(1
) 
納
税
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
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議
案
第
６
号
 
説
明
資
料
（
第
３
条
関
係
）

 

改
正
案
 

現
 
行
 

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
16
項
に
規
定
す

る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
法
人
番
号
を
有
し
な
い
者

に
あ
っ
て
は
、
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
）
 

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
15
項
に
規
定
す

る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
法
人
番
号
を
有
し
な
い
者

に
あ
っ
て
は
、
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
）
 

(2
)・

(3
) 
（
略
）
 

(2
)・

(3
) 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

（
入
湯
税
に
係
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
経
営
申
告
）
 

（
入
湯
税
に
係
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
経
営
申
告
）
 

第
14
9条

 
鉱
泉
浴
場
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
営
開
始
の
日
の
前
日
ま
で
に
、
次
の

事
項
を
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
告
し
た
事
項
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
14
9条

 
鉱
泉
浴
場
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
営
開
始
の
日
の
前
日
ま
で
に
、
次
の

事
項
を
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
告
し
た
事
項
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
住
所
又
は
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
の
所
在
地
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
（
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第

２
条
第
５
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

法
人
番
号
（
同
条
第
16
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
（
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
又
は
事
務
所

若
し
く
は
事
業
所
の
所
在
地
及
び
氏
名
又
は
名
称
）
 

(1
) 
住
所
又
は
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
の
所
在
地
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
（
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第

２
条
第
５
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

法
人
番
号
（
同
条
第
15
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
（
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
又
は
事
務
所

若
し
く
は
事
業
所
の
所
在
地
及
び
氏
名
又
は
名
称
）
 

(2
)・

(3
) 
（
略
）
 

(2
)・

(3
) 
（
略
）
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令和６年産 農作物生育状況（総括） 
令和  ６  年１２月 １日 

士幌町農業振興対策本部 

１．秋まき小麦 

は種期(進捗率 40～50％)は平年並、出芽期は１日早かった。その後、気温が平年より

も高めに経過したため、葉数、茎数ともに平年より多く越冬した。根雪は 12 月 16 日と

なり３日遅かった。降雪量は平年より多かった。融雪期は平年より１日遅かった。雪腐

病の被害は少なく、起生期は平年より３日早かった。起生期以降の気温は高め、降水量

は少なめに経過し、幼穂形成期は５日早く、止葉期は７日早かった。５月４半旬までは

小雨または平年並の降水量で経過し、茎数は平年よりやや少なく推移した。成熟期は８

日早く、収穫始(進捗率５％)は７月 17 日と９日早く、収穫終(進捗率 90％)は７月 23 日

で 10 日早かった。収量は平年を上回った。 

 

 ★収量・品質           粗原収量       製品収量     製品率     等級 

○きたほなみ（一般） ： 11.35 俵/10a  10.97 俵/10a    96.69 ％    １ 

○きたほなみ（種子） ： 11.29 俵/10a  10.92 俵/10a    96.76 ％     - 

 

 

２．馬鈴しょ 

植付作業は、植付始（進捗率５％）が平年より２日早く、植付終（進捗率 90％）は平

年より４日早くなった。５月５半旬以降の降雨は平年より多く、萌芽期は３日早くなっ

た。その後は日照が少なく、やや軟弱徒長気味に生育した。開花期は５日早く、その後

の高温により終花期は７日早く、茎葉黄変期は４日早かった。収穫始（進捗率５％）は

平年より４日早く、収穫期（進捗率 40～50％）は５日早かった。上いも個数は平年より

やや少なく、上いも１個重は平年より大きく、上いも収量、規格内収量は多かった。で

ん粉価はやや低かった。  
  

  ★収量・品質（作況ほ：トヨシロ） 

    ○上いも収量 4,169 kg/10a    ○規格内収量 4,010 kg/10a                             

 
 
３．豆  類 

は種期（進捗率 40～50％）は大豆で平年より２日、小豆で１日早くなり、金時で３日

早かった。出芽期（出芽率 40～50％）は大豆で３日早く、小豆・金時で平年並となった。

大豆・小豆は６月上旬の低温寡照により生育がやや停滞したが、下旬の好天で生育は回

復した。開花期は大豆で４日、小豆で３日、金時で６日早かった。その後高温小雨で経

過し、成熟期は大豆で７日、小豆で 10 日、金時で 11 日早かった。大豆・小豆は莢の成

熟後も茎葉の水分低下が進まず、収穫は平年並からやや早く終了した。  
 

【作況ほ】  
大豆：着莢数は平年より多く、１莢内粒数は並、百粒重がやや軽く子実重は重かった。  
小豆：着莢数は平年より多く、１莢内粒数は並、百粒重が軽く、子実重はやや重かった。 

金時：着莢数は平年並、１莢内粒数は並、百粒重・子実重は軽かった。 

 

  ★収量・品質（作況ほ） 

    ○大豆（ユキホマレＲ） ：子実重 6.6 俵/10a  

    ○小豆（エリモショウズ）：子実重 5.3 俵/10a ３等中心 

    ○金時（大正金時）   ：子実重 3.3 俵/10a ３～５等中心 
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４．てん菜 

移植期は平年並（２日早）で終了し、全体の移植終は平年並（１日早）となった。生

育は概ね順調に推移したが、一部ほ場で褐斑病などの病害が発生した。収穫はやや早く

始まり、収穫終(進捗率 90％)は３日遅かった。 

作況ほの収量は平年に比べ多く、糖分は平年に比べ低かった。 

  
 ★収量・糖分 

  ○収     量：  7,100kg/10a (11/14 現在町全体 ※今後変動する見込み)    
○根中糖分：  16.1  ％   （11/14 現在  ※今後変動する見込み）  

 

 

５．牧 草 

  萌芽期は春先の気温が高まり平年より１日早かった。出穂期は３日早かった。 

   １番草の収穫始（進捗率５％）は、平年より２日早く、収穫終（進捗率 90％）は好天

により４日早かった。 

２番草の収穫始（進捗率５％）は、平年より４日早く、収穫終（進捗率 90％）も平年

より９日早かった。 

 

★収量 

 生収量（kg/10a） 乾物率（％） 乾物収量（kg/10a） 

１番草 3,118 25.4 794 

２番草 1,279 25.9 324 

計 4,397 25.7 1,118 

平年比 103% 114% 119% 

 

 

６．飼料用とうもろこし 

は種始（進捗率５％）は、平年より６日早く、は種終（進捗率 90％）は、平年より５

日早かった。 

初期生育は、低温寡照により葉色が紫色になるなど停滞した。その後、高温と日照時

間が多かったため、稈長は平年より伸長したが徒長気味となった。 

熟期は平年より進み、黄熟期は９月７日（平年：９月 13 日）と６日早かった。 

収穫作業は、収穫始（進捗率５％）が６日早く、好天にも恵まれて収穫終（進捗率 90％）

は平年より 10 日早かった。収量は、初期生育の停滞が見受けられたほ場でやや少なく、

ほ場間差が認められた。ガガイモ多発による収穫困難なほ場も散見された。 

 

★収量 

 生収量

（kg/10a） 

乾物収量

（kg/10a） 

ＴＤＮ収量 

（kg/10a） 

乾物率 

（％） 

本年 5,789 1,459 1,061 25.7 

平年 5,964 1,756 1,276 30.0 

平年比 97% 83% 83% 86% 
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点

検
調
査
委
託
業
務

字
ワ
ッ
カ
ク
ン
ネ
ッ
プ

北
海
道
土
木
設
計
(
株
)

(
株
)
ド
ー
コ
ン

(
株
)
シ
ビ
テ
ッ
ク

ダ
イ
シ
ン
設
計
(
株
)

建
～
１
６

士
幌
聖
苑
外
壁
塗
装
工
事

字
士
幌
1
6
8
番
地
1
0
2

(
有
)
み
の
し
ま
塗
装

(
有
)
南
塗
装
工
業

井
上
塗
装
工
事
(
株
)

(
株
)
佐
藤
塗
装
工
業

(
有
)
工
藤
塗
装
店

(
株
)
ド
ー
コ
ン

(
株
)
シ
ビ
テ
ッ
ク

ダ
イ
シ
ン
設
計
(
株
)

ア
ラ

ヤ
総

合
設

計
(
株

)
、

北
王

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(
株

)

(
株
)
松
田
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

(
株
)
ズ
コ
ー
シ
ャ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
(
株
)
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